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初
め
に
三
十
番
神
信
仰
三
十
番
神
と
は
、
一
ケ
月
三
十
日
を
毎
日
交
替
で
国
家
や
朝
廷
（
禁
闕
）、
法
華
経
な
ど
を
守
護
す
る
三
十
の
神
祇
を
意
味
す
る
。
こ
の
三
十
番
神
は
、
平
安
時
代
の
比
叡
山
天
台
宗
の
慈
覚
大
師
円
仁
が
如
法
経
守
護
の
た
め
に
勧
請
し
た
神
々
を
創
始
と
し
、
十
二
世
紀
の
延
暦
寺
の
良
正
に
よ
り
三
十
神
と
当
番
日
が
確
定
し
た
と
比
叡
山
関
係
の
書
に
は
記
さ
れ
①る
。
や
が
て
十
三
世
紀
以
降
、
こ
の
信
仰
は
比
叡
山
以
外
に
も
広
ま
り
、
民
間
信
仰
を
取
り
入
れ
な
が
ら
発
展
し
、
守
護
対
象
も
、
法
華
経
や
国
王
、
禁
闕
（
朝
廷
）
等
々
そ
の
種
類
を
増
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
十
四
世
紀
に
は
、
天
台
法
華
宗
と
同
じ
く
法
華
経
を
重
ん
じ
る
日
蓮
法
華
宗
（
以
後
、
本
稿
に
お
い
て
は
日
蓮
宗
と
記
述
す
る
）
が
積
極
的
に
導
入
し
、
室
町
時
代
を
通
し
て
盛
ん
と
な
り
、
十
五
世
紀
末
、
唯
一
神
道
の
吉
田
兼
倶
と
の
番
神
問
答
を
契
機
と
し
て
、
日
蓮
宗
の
守
護
神
と
し
て
の
思
想
的
な
整
備
が
な
さ
れ
、
続
く
近
世
期
に
は
、
日
蓮
宗
の
法
華
神
道
と
し
て
隆
盛
を
誇
っ
た
。
三
十
番
神
絵
像
と
は
、
こ
の
三
十
番
神
を
勧
請
す
る
儀
礼
の
為
に
制
作
さ
れ
た
絵
画
作
品
で
あ
る
。
な
お
、
三
十
番
神
絵
像
の
現
存
作
例
で
平
安
時
代
に
遡
る
も
の
は
な
く
、
金
沢
称
②
名
寺
所
蔵
本
（
以
下
所
蔵
は
略
す
）
が
鎌
倉
時
代
に
遡
る
最
古
例
と
考
え
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
の
金
沢
称
名
寺
本
を
初
め
と
し
て
三
十
番
神
絵
像
を
調
査
研
究
し
て
き
た
③が
、
近
年
、
日
蓮
宗
寺
院
に
伝
来
す
る
図
像
的
に
極
め
て
特
異
な
作
品
二
点
を
調
査
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
両
本
を
紹
介
し
、
両
本
と
基
本
構
成
を
同
じ
く
す
る
座
像
形
式
の
現
存
作
品
と
の
比
較
も
加
え
、
特
異
な
図
像
を
中
心
に
考
察
し
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
い
。
Ⅰ
現
存
す
る
三
十
番
神
絵
像
の
概
観
そ
こ
で
ま
ず
、
現
存
す
る
三
十
番
神
絵
像
に
つ
い
て
そ
の
種
類
や
形
式
、
時
代
的
変
遷
な
ど
を
概
観
し
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
１
種
類
三
十
番
神
の
守
護
対
象
は
前
述
し
た
よ
う
に
各
種
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
応
じ
当
番
日
の
神
像
が
異
な
る
が
、
現
存
す
る
三
十
番
神
絵
像
は
、
一
日
熱
田
大
明
神
か
ら
始
ま
り
、
三
十
日
吉
備
大
明
神
で
終
わ
る
良
正
勧
請
の
「
如
法
経
守
護
」
の
三
十
番
神
を
採
用
し
て
い
④る
。次
に
そ
の
当
番
日
と
神
名
を
列
記
す
る
。
一
日
熱
田
大
明
神
二
日
諏
訪
大
明
神
三
日
廣
田
大
明
神
四
日
気
比
大
明
神
五
日
気
多
大
明
神
六
日
鹿
島
大
明
神
七
日
北
野
大
明
神
八
日
江
文
大
明
神
九
日
貴
船
大
明
神
十
日
伊
勢
大
明
神
十
一
日
八
幡
大
菩
薩
十
二
日
賀
茂
大
明
神
十
三
日
松
尾
大
明
神
十
四
日
大
原
野
大
明
神
十
五
日
春
日
大
明
神
十
六
日
平
野
大
明
神
十
七
日
大
比
叡
大
明
神
十
八
日
小
比
叡
大
明
神
十
九
日
聖
真
子
大
明
神
二
十
日
客
人
大
明
神
二
十
一
日
八
王
子
大
明
神
二
十
二
日
稲
荷
大
明
神
二
十
三
日
住
吉
大
明
神
二
十
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図① 本法寺本三十番神絵像図② 大法寺本三十番神絵像
四
日
祇
園
大
明
神
二
十
五
日
赤
山
大
明
神
二
十
六
日
健
部
大
明
神
二
十
七
日
三
上
大
明
神
二
十
八
日
兵
主
大
明
神
二
十
九
日
苗
鹿
大
明
神
三
十
日
吉
備
大
明
神
な
お
、
絵
像
の
横
に
短
冊
形
を
設
け
て
当
番
日
と
神
名
を
併
記
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
大
権
現
と
大
明
神
等
の
神
号
に
は
若
干
の
異
同
が
あ
り
、
伊
勢
は
天
照
皇
太
神
と
表
記
す
る
⑤
場
合
が
圧
倒
的
に
多
い
。
２
形
式
三
十
番
神
絵
像
に
は
大
別
し
て
、
先
述
し
た
金
沢
称
名
寺
本
を
筆
頭
と
す
る
立
像
形
式
と
日
蓮
宗
系
寺
院
に
多
く
伝
来
す
る
座
像
形
式
と
が
あ
り
、
両
者
の
図
像
に
は
微
妙
な
相
違
が
あ
る
。
今
回
紹
介
す
る
二
作
品
は
座
像
形
式
で
あ
り
、
本
稿
に
お
い
て
は
座
像
形
式
の
作
品
と
の
比
較
を
中
心
に
論
ず
る
。
な
お
、
立
像
形
式
の
代
表
例
と
そ
の
特
色
に
関
し
て
は
、
註
③
に
列
記
し
た
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
３
基
本
構
成
（
座
像
形
式
）
以
下
座
像
形
式
に
つ
い
て
述
べ
る
。
画
面
上
部
に
幔
幕
を
描
き
、
各
神
像
は
三
曲
屏
風
或
い
は
鳥
居
を
背
に
し
て
礼
盤
上
に
座
し
、
雛
壇
状
に
配
列
さ
れ
る
。
神
像
の
下
に
は
勾
欄
、
階
梯
を
設
け
、
獅
子
狛
犬
や
随
身
を
描
く
。
即
ち
、
社
殿
内
に
鎮
座
す
る
神
像
を
描
く
こ
の
形
式
は
、
天
台
宗
延
暦
寺
の
鎮
守
神
⑥
を
描
い
た
山
王
本
迹
曼
荼
羅
と
基
本
構
成
を
同
じ
く
し
、
そ
の
強
い
影
響
関
係
が
伺
え
る
。
最
も
現
存
作
品
の
多
い
日
蓮
宗
系
三
十
番
神
絵
像
の
場
合
は
、
更
に
画
面
上
部
に
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
七
字
題
目
を
大
書
し
、
法
華
経
や
本
地
垂
迹
思
想
を
説
い
た
法
華
三
大
部
の
一
つ
『
摩
訶
止
観
』
か
ら
の
字
句
を
引
用
し
た
賛
文
を
書
し
、
開
眼
し
た
僧
侶
の
署
名
や
花
押
を
記
す
事
が
多
い
。
更
に
中
世
末
期
に
な
る
と
、
飛
天
や
三
光
天
子
が
加
え
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
え
る
。
一
般
的
に
時
代
の
下
降
と
と
も
に
、
附
属
物
は
増
加
傾
向
を
示
す
。
４
三
十
番
神
絵
像
の
当
番
日
と
配
列
（
座
像
形
式
）
座
像
形
式
に
お
け
る
現
存
作
例
に
於
い
て
は
、
横
に
五
神
を
並
置
し
縦
六
段
に
わ
た
っ
て
配
列
す
る
も
の
が
最
も
多
い
。
こ
れ
に
続
い
て
多
い
の
が
、
天
照
、
八
幡
（
以
下
尊
号
は
省
略
）
の
二
神
の
み
を
最
上
段
に
掲
げ
る
配
列
で
あ
り
、
こ
れ
は
日
蓮
宗
開
祖
日
蓮
の
神
祇
観
⑦
を
反
映
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
５
三
十
番
神
絵
像
の
制
作
主
体
（
座
像
形
式
）
三
十
番
神
信
仰
の
淵
源
は
比
叡
山
に
求
め
ら
れ
る
が
、
室
町
時
代
以
降
は
日
蓮
宗
に
お
い
て
盛
ん
と
な
り
、
近
世
期
に
法
華
神
道
と
し
て
隆
盛
を
極
め
た
為
、
座
像
三
十
番
神
絵
像
の
現
存
作
品
も
ま
た
日
蓮
宗
寺
院
に
伝
来
し
て
い
る
も
の
が
圧
倒
的
に
多
い
。
た
だ
し
、
筆
者
が
個
人
本
（
現
在
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
）
と
し
て
紹
介
し
た
作
品
は
、
十
五
世
紀
初
期
と
推
定
さ
れ
る
天
台
系
の
可
能
性
が
高
い
貴
重
な
作
例
で
あ
る
。
立
像
形
式
の
作
品
に
は
、
前
述
し
た
金
沢
称
名
寺
本
の
他
、
談
山
神
社
本
の
よ
う
に
、
日
蓮
宗
以
外
の
環
境
下
で
制
作
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
く
。
６
現
存
す
る
代
表
的
作
例
座
像
形
式
の
作
品
中
、
絵
像
に
制
作
年
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
、
あ
る
い
は
開
眼
主
が
署
名
し
て
い
る
作
品
の
代
表
例
を
列
記
す
る
。
十
五
世
紀
本
法
寺
本
（
日
親
開
眼
）
図
①
十
六
世
紀
大
法
寺
本
（
長
谷
川
等
伯
筆
）
図
②
十
七
世
紀
本
行
寺
本
（
日
遠
開
眼
）
図
③
そ
こ
で
次
に
、
筆
者
が
近
年
調
査
さ
せ
て
頂
い
た
二
作
品
、
本
立
寺
と
妙
光
寺
所
蔵
の
「
三
十
番
神
絵
像
」
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
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図③ 本行寺本三十番神絵像
図④ 本立寺本三十番神絵像
Ⅱ
「
三
十
番
神
絵
像
」
西
明
石
市
本
立
寺
所
蔵
図
④
本
立
寺
成
道
山
本
立
寺
は
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
本
圀
寺
十
六
世
究
竟
院
日
禛
が
、
信
州
松
本
に
開
い
た
本
源
寺
を
そ
の
始
ま
り
と
す
る
日
蓮
宗
寺
院
で
あ
る
。
そ
の
後
、
檀
越
小
笠
原
氏
が
明
石
に
移
転
し
、
寺
号
を
本
立
寺
と
改
称
。
更
に
小
笠
原
氏
は
九
州
小
倉
に
移
り
、
本
立
寺
も
福
岡
に
移
転
し
た
。
一
方
、
寛
永
十
一
年
（
一
六
三
四
）
に
旧
本
立
寺
跡
に
本
妙
院
日
種
が
妙
円
寺
を
建
立
、
後
寺
号
を
改
称
し
本
立
寺
に
復
帰
し
て
い
る
。
更
に
昭
和
二
十
三
年
京
都
に
あ
っ
た
勅
願
所
一
道
院
を
合
併
し
、
そ
の
什
寳
を
本
立
寺
に
格
護
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
道
院
は
、
吉
祥
院
日
喜
を
開
山
と
し
本
蔵
寺
と
号
し
て
い
た
が
、
六
世
日
法
（
一
六
五
九
〜
一
七
一
九
）
が
修
法
の
霊
験
に
よ
り
霊
元
天
皇
の
病
気
を
平
癒
し
、
一
道
院
⑧
の
称
号
を
賜
っ
て
以
来
、
勅
願
所
と
な
っ
て
一
道
院
と
号
し
た
。
次
に
本
立
寺
本
の
概
要
を
記
す
。
１
材
質
装
丁
絹
本
着
色
縦
九
一
、
四
セ
ン
チ
、
横
四
八
、
五
セ
ン
チ
（
右
八
、
六
セ
ン
チ
で
絹
継
）
桐
箱
入
り
２
伝
来
軸
裱
背
に
は
、
次
の
よ
う
な
旧
裱
背
の
も
の
と
思
わ
れ
る
朱
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
桐
箱
蓋
裏
に
は
、
裱
背
朱
書
と
同
筆
の
朱
書
と
別
筆
の
墨
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。（
図
⑤
）
軸
裱
背
朱
書
「
奉
納
主
松
原
通
室
町
東
江
入
池
田
吉
兵
衛
」「
一
道
院
什
寳
卅
世
日
芳
」
桐
箱
蓋
朱
書
「
明
治
二
年
神
佛
混
合
御
制
禁
ノ
砌
此
三
十
番
神
ハ
元
北
野
天
神
什
寳
ノ
由
池
田
吉
兵
衛
鈴
ト
共
求
此
品
當
山
二
奉
納
ス
取
扱
主
萬
壽
寺
烏
丸
東
入
中
澤
半
兵
衛
井
上
利
八
」
桐
箱
裏
墨
書
「
明
治
二
十
一
年
八
月
表
桐
破
損
二
付
六
角
通
り
小
堀
甚
兵
衛
施
主
ニ
テ
悉
皆
修
復
出
来
候
也
卅
二
世
日
如
」
右
に
示
し
た
軸
裱
背
の
朱
書
と
桐
箱
蓋
裏
の
朱
書
に
は
、
こ
の
三
十
番
神
は
も
と
北
野
天
神
の
什
寳
で
あ
っ
た
が
、
明
治
二
年
の
神
佛
分
離
の
際
に
、
檀
越
池
田
吉
兵
衛
が
鎮
宅
霊
府
と
共
に
中
澤
半
兵
衛
、
井
上
利
八
を
介
し
て
買
い
求
め
、
三
十
世
日
芳
の
代
に
一
道
院
に
奉
納
し
た
と
い
う
経
緯
が
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
墨
書
は
、
三
十
二
世
日
如
の
代
に
、
桐
箱
が
痛
ん
だ
の
で
小
堀
甚
兵
衛
が
施
主
に
な
り
全
面
的
に
修
復
を
加
え
た
こ
と
を
記
す
。
即
ち
、
こ
の
三
十
番
神
絵
像
は
、
現
在
日
蓮
宗
寺
院
に
什
寳
と
し
て
格
護
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
北
野
社
の
所
有
で
あ
り
、
そ
こ
で
祀
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
伝
来
に
よ
り
、
本
立
寺
本
は
、
数
少
な
い
非
日
蓮
宗
系
（
神
社
伝
来
本
系
）
三
十
番
神
絵
像
と
し
て
貴
重
な
作
品
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
図⑤ 本立寺本裱背朱と箱蓋裏朱書
及び墨書
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図⑥ 本立寺本大比叡
図⑦ 大法寺本大比叡
図⑧ 本立寺本三上
３
図
様
概
観
（
番
神
名
と
配
当
日
表
１
参
照
）
十四日平野
束帯
十三日松尾
束帯
十二日賀茂
束帯
★十一日八幡
冠・袈裟・錫伺
★十日伊勢
唐装
十九日聖真子
僧形
十八日小比叡
僧形
十七日大比叡
唐装
十六日大原野
束帯
一五日春日
束帯
廿四日祇園
牛頭天王
廿三日住吉
束帯
★廿二日稲荷
白衣・稲束
廿一日八王子
束帯
廿日客人
女神
廿九日苗荷
唐装
廿八日兵主
束帯
廿七日三上
唐装
廿六日武健部
束帯
廿五日赤山
唐装
四日気比
束帯
三日廣田
束帯
二日諏方
束帯
一日熱田
束帯
丗日吉備
束帯
九日貴舩
束帯
八日江文
唐装
七日北野
束帯
六日鹿島
唐装伺
五日氣多
束帯
表１ 本立寺本
★ 図像の検討をする神像
画
面
に
は
、
三
曲
屏
風
を
背
に
し
て
礼
盤
上
に
座
す
神
像
が
、
横
に
五
列
縦
に
六
段
に
わ
た
っ
て
配
さ
れ
る
。
各
神
像
の
上
部
に
は
金
泥
の
枠
を
設
け
、
左
に
神
名
、
右
に
当
番
日
を
墨
書
す
。
当
番
日
の
配
列
は
、
十
五
世
紀
の
基
準
作
で
あ
る
本
法
寺
所
蔵
の
日
親
（
一
四
〇
七
〜
一
四
八
八
）
開
眼
三
十
番
神
絵
像
と
同
じ
で
あ
る
が
、
神
名
に
お
い
て
、
十
日
天
照
を
伊
勢
と
表
記
を
し
て
い
る
点
は
注
視
し
た
い
。
ま
た
平
野
と
大
原
が
入
れ
替
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
法
華
三
十
番
神
の
当
番
日
と
は
明
ら
か
に
齟
齬
し
、
誤
記
と
思
わ
れ
る
。
な
お
画
面
上
部
に
幔
幕
と
い
っ
た
も
の
は
無
く
、
下
部
に
通
常
見
ら
れ
る
欄
干
や
階
梯
も
描
か
れ
な
い
。
あ
る
い
は
、
明
治
二
十
一
年
に
修
復
さ
れ
た
際
に
切
断
さ
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
４
図
像
全
体
の
図
像
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
女
神
形
が
極
め
て
少
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
れ
は
十
五
世
紀
に
遡
る
本
法
寺
日
親
開
眼
の
作
例
と
共
通
し
て
お
り
、
制
作
年
代
推
定
を
考
え
る
上
で
興
味
深
い
。
な
お
一
般
的
に
座
像
形
式
で
は
、
時
代
が
下
降
す
る
に
従
い
女
神
形
は
増
え
る
傾
向
を
示
す
。
一
方
、
日
親
開
眼
の
諸
作
例
と
明
ら
か
に
異
な
り
、
他
の
諸
本
に
も
見
ら
れ
な
い
本
立
寺
本
の
特
色
は
、
八
幡
と
稲
荷
の
特
異
な
図
像
で
あ
る
。
ま
ず
八
幡
は
通
例
で
は
僧
形
か
、
俗
形
束
帯
形
で
表
さ
れ
る
が
、
本
立
寺
本
で
は
、
袍
の
上
に
袈
裟
を
付
け
、
神
像
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
日
輪
を
頂
き
、
錫
伺
と
数
珠
を
持
つ
。
次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
稲
荷
の
図
像
で
、
通
常
「
三
十
番
神
絵
像
」
の
場
合
女
神
形
で
表
さ
れ
る
が
、
本
立
寺
本
で
は
稲
束
を
膝
前
に
置
く
白
衣
の
翁
形
で
描
か
れ
る
。
こ
の
両
図
像
に
つ
い
て
は
妙
光
寺
本
と
合
わ
せ
後
述
し
た
い
。更
に
、
唐
冠
唐
衣
に
立
笏
す
る
十
七
日
大
比
叡
の
図
像
も
注
視
し
て
お
き
た
い
。（
図
⑥
）
大
比
叡
は
、
山
王
信
仰
の
中
心
で
、
山
王
本
迹
曼
荼
羅
で
は
中
央
に
大
写
し
、
そ
の
図
像
を
俗
形
と
僧
形
で
表
す
二
通
り
が
あ
る
。
俗
形
で
表
す
場
合
は
、
正
に
本
立
寺
本
と
同
じ
唐
冠
唐
衣
に
立
笏
の
図
像
を
用
い
る
の
で
あ
る
。
対
し
て
、
日
蓮
宗
系
の
場
合
は
、
唐
冠
唐
衣
ま
で
は
共
通
す
る
が
、
立
笏
は
せ
ず
、
特
殊
な
印
相
を
示
し
微
妙
な
相
違
が
見
ら
れ
る
。（
図
⑦
）
そ
の
背
景
に
は
、
本
立
寺
本
が
、
北
野
社
と
い
う
、
天
台
宗
延
暦
寺
と
密
接
な
関
係
に
⑨
あ
る
環
境
下
で
制
作
さ
れ
た
こ
と
と
の
関
連
が
推
察
さ
れ
る
。
最
後
に
、
不
完
全
な
図
像
を
示
す
二
十
七
日
三
上
に
つ
い
て
付
記
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
図
様
は
手
の
形
か
ら
持
物
を
描
く
べ
き
図
像
で
あ
り
な
が
ら
（
左
手
は
伺
の
よ
う
な
棒
状
の
物
、
右
手
に
は
巻
子
か
数
珠
か
？
）、
描
い
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
何
ら
か
の
理
由
で
描
き
添
え
な
か
っ
た
の
か
、
し
っ
か
り
と
し
た
図
像
に
対
す
る
認
識
が
な
か
っ
た
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
奇
異
な
印
象
は
否
め
な
い
。（
図
⑧
）
５
表
現
面
貌
表
現
は
丁
寧
な
描
線
を
用
い
、
着
衣
の
線
も
し
っ
か
り
と
し
て
い
る
。
色
彩
は
退
色
が
著
し
い
が
、
当
初
は
よ
り
華
や
か
な
印
象
を
生
ん
で
い
た
と
想
像
さ
れ
、
金
泥
を
要
所
に
用
い
て
荘
厳
す
る
な
ど
、
仏
画
を
専
門
と
す
る
畫
師
の
作
と
推
察
さ
れ
る
。
た
だ
像
容
は
－ 4－
図⑨ 妙光寺本三十番神絵像
図⑩ 妙光寺本裱背墨書部分
堂
々
と
し
て
い
る
が
、
礼
盤
に
衣
の
端
が
大
き
く
は
み
出
し
、
礼
盤
の
奥
行
も
あ
い
ま
い
で
図
像
の
写
し
崩
れ
も
認
め
ら
れ
る
事
か
ら
、
既
存
の
図
像
を
も
と
と
し
た
工
房
制
作
の
可
能
性
が
高
い
。
な
お
、
右
端
最
下
段
の
九
日
貴
舩
は
不
自
然
に
濃
い
朱
が
無
造
作
に
塗
ら
れ
て
お
り
、
後
世
補
彩
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
６
制
作
時
期
絵
絹
の
絹
目
が
粗
い
い
わ
ゆ
る
足
利
絹
を
用
い
て
お
り
、
室
町
時
代
の
特
色
を
示
す
。
修
復
時
に
画
面
の
上
下
が
切
り
詰
め
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
全
体
に
構
成
は
シ
ン
プ
ル
で
像
容
も
堂
々
と
し
て
古
格
を
保
っ
て
い
る
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
本
立
寺
本
は
、
十
五
世
紀
に
遡
る
制
作
時
期
が
想
定
さ
れ
る
。
Ⅲ
「
三
十
番
神
絵
像
」
泉
佐
野
市
妙
光
寺
所
蔵
図
⑨
妙
光
寺
大
阪
府
泉
佐
野
市
に
あ
る
本
覚
山
妙
光
寺
は
、
大
覚
妙
実
を
開
山
と
仰
ぐ
延
文
三
年
（
一
三
五
八
）
創
立
の
日
蓮
宗
寺
院
で
あ
る
。
旧
本
寺
は
京
都
妙
覚
寺
。
戦
乱
興
亡
の
間
、
何
度
も
兵
火
で
焼
失
し
た
が
、
永
享
年
間
の
四
世
日
延
（
一
四
四
四
没
）、
天
正
元
和
年
間
の
九
世
日
近
（
一
六
二
三
没
）、
延
宝
天
和
年
間
の
一
六
世
日
遥
に
よ
り
再
興
さ
れ
た
。
寺
に
は
多
く
の
寺
宝
が
格
護
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
日
遥
（
一
七
〇
一
〜
一
七
二
三
の
間
二
度
住
職
を
⑩
務
め
る
）
に
よ
る
克
明
な
寺
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る
。
次
に
妙
光
寺
本
の
概
要
を
記
す
。
１
材
質
装
丁
絹
本
着
色
縦
八
七
、
〇
セ
ン
チ
横
四
〇
、
五
セ
ン
チ
桐
箱
入
り
２
本
紙
裱
背
の
墨
書
銘
図
⑩
⑪
二
〇
〇
四
年
に
修
理
さ
れ
た
際
に
本
紙
裱
背
の
墨
書
銘
が
別
置
さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
。
「
奉
開
眼
供
養
于
時
永
正
九
天
壬
申
十
二
月
十
三
日
諸
仏
救
世
者
住
於
大
神
通
為
悦
衆
生
故
現
無
量
神
力
常
在
霊
鷲
山
我
此
土
安
穏
南
無
妙
法
蓮
華
経
法
花
守
護
三
十
番
神
像
真
造
院
日
甄
花
押
今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
唯
我
一
人
能
為
救
護⑫
願
主
信
心
之
俗
名
□
郎
」
３
開
眼
上
人
及
び
讃
文
裱
背
墨
書
の
開
眼
銘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
は
永
正
九
年
十
二
月
十
三
日
（
一
五
一
二
）
に
、
日
甄
（
に
っ
け
ん
）
に
よ
り
開
眼
供
養
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
讃
文
は
『
法
華
経
』「
譬
喩
品
」「
如
来
神
力
品
」「
如
来
寿
量
品
」
よ
り
引
用
。
こ
れ
ら
は
、
他
の
日
蓮
宗
系
三
十
番
神
絵
像
に
も
認
め
ら
れ
る
讃
文
で
あ
る
。
上
記
賛
文
中
「
譬
喩
品
」「
如
来
神
力
品
」
は
十
五
世
紀
作
の
本
法
寺
日
親
開
眼
の
絵
像
に
も
引
か
れ
て
い
る
点
、
興
味
深
い
。
ま
た
「
如
来
寿
量
品
」
は
日
蓮
宗
に
お
い
て
は
特
に
重
視
さ
れ
る
章
で
、
桃
山
時
代
以
降
の
三
十
番
神
絵
像
に
も
散
見
さ
れ
る
。
開
眼
上
人
の
真
造
院
日
甄
に
関
し
て
は
、
妙
光
寺
過
去
帳
に
そ
の
名
が
無
く
、
旧
本
寺
の
妙
覚
寺
の
歴
代
に
も
見
え
な
い
。
た
だ
、「
日
甄
」
の
名
は
、
静
岡
県
池
田
本
覚
寺
八
世
日
⑬
甄
上
人
（
大
永
元
年
一
五
二
一
没
）
と
一
致
し
、
年
代
的
に
も
齟
齬
は
な
く
同
一
人
の
可
能
⑭
性
が
あ
る
。
但
し
、
本
覚
寺
日
甄
の
院
号
に
関
し
て
は
確
認
が
取
れ
て
お
ら
ず
、
本
覚
寺
と
⑮
妙
光
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
本
法
寺
の
寺
宝
「
日
親
上
人
曼
荼
羅
本
尊
」
の
裱
背
に
墨
書
さ
れ
た
、
二
十
三
世
遠
成
院
日
近
の
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
九
月
一
七
日
付
極
に
、「
弟
子
長
旭
日
甄
感
得
」
の
字
句
が
認
め
ら
れ
る
の
は
興
味
深
い
。
長
旭
日
甄
な
る
人
物
に
関
す
る
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
甄
が
日
親
上
人
の
弟
子
と
な
る
と
、
同
じ
く
年
代
的
に
は
こ
ち
ら
も
齟
齬
が
な
い
。
こ
の
日
甄
が
真
造
院
日
甄
と
同
一
人
で
あ
れ
ば
、
三
十
番
神
信
仰
と
深
く
関
わ
っ
た
－ 5－
日
親
と
の
関
連
が
予
想
さ
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
真
造
院
日
甄
と
い
う
人
物
の
探
求
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
４
図
様
概
観
（
番
神
名
と
配
当
日
表
２
参
照
）
画
面
に
は
、
三
曲
屏
風
を
背
と
し
て
礼
盤
に
座
す
神
像
が
、
五
列
六
段
の
雛
壇
状
に
並
び
、
下
方
に
は
欄
干
上
に
獅
子
狛
犬
、
階
梯
の
両
サ
イ
ド
に
随
身
が
配
さ
れ
る
。
た
だ
、
十
六
世
紀
以
降
の
作
品
に
通
常
見
ら
れ
る
日
蓮
宗
系
の
題
目
は
無
い
。
傷
ん
だ
上
部
の
状
態
か
ら
、
修
復
時
に
切
り
詰
め
ら
れ
た
可
能
性
も
無
い
と
は
い
え
な
い
が
、
こ
の
点
は
裱
背
墨
書
銘
と
の
関
係
か
ら
も
留
意
し
て
お
き
た
い
。
神
像
の
横
に
は
、
短
冊
形
を
設
け
配
当
日
と
番
神
名
が
書
か
れ
る
。
配
列
は
、
画
面
右
上
の
一
日
天
照
か
ら
始
ま
り
二
日
八
幡
と
言
う
具
合
に
縦
方
向
に
昇
順
す
る
。
通
例
の
三
十
番
神
絵
像
の
場
合
、
一
日
は
熱
田
に
配
当
さ
れ
る
の
で
、
妙
光
寺
本
の
配
当
は
異
例
で
あ
る
。
し
か
も
、
座
像
形
式
の
場
合
、
十
日
天
照
の
横
に
十
一
日
八
幡
が
並
び
横
方
向
に
昇
順
す
る
の
が
一
般
的
な
の
で
、
こ
の
配
列
順
番
も
珍
し
い
。
更
に
、
十
九
日
に
「
太
郎
大
明
神
」
と
い
う
各
種
三
十
番
神
に
は
無
い
神
名
が
書
か
れ
、
逆
に
「
健
部
大
明
神
」
の
名
称
が
見
当
た
ら
な
い
。
特
殊
な
民
間
信
仰
に
よ
る
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
が
、
管
見
の
限
り
、
太
郎
大
明
神
を
含
む
よ
う
な
三
十
番
神
は
未
見
で
あ
る
。
以
上
を
勘
案
す
る
と
、
当
番
日
と
神
名
は
後
入
れ
の
可
能
性
が
高
い
。
正
系
の
三
十
番
神
に
関
す
る
知
識
を
欠
い
て
お
り
、
少
な
く
と
も
、
日
甄
開
眼
時
点
の
も
の
と
は
考
え
難
い
。
５
図
像
図
像
全
体
を
概
観
す
る
と
、
ま
ず
僧
形
が
少
な
く
、
女
神
形
、
随
身
形
、
鬼
神
形
が
非
常
に
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
更
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
他
の
三
十
番
神
絵
像
に
見
当
た
ら
な
い
二
点
の
図
像
で
あ
る
。
第
一
は
、
神
祇
の
中
で
も
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
十
日
（
妙
光
寺
本
で
は
一
日
に
配
当
）天
照
皇
太
神
の
図
像
。
通
常
天
照
は
男
神
形
か
女
神
形
で
表
わ
さ
れ
る
が
、
妙
光
寺
本
は
岩
座
の
上
に
神
籬
を
た
て
唐
櫃
を
置
き
、
そ
の
上
に
神
鏡
を
載
せ
て
い
る
。
第
二
は
山
城
伏
見
の
稲
荷
大
明
神
。
稲
荷
は
通
常
唐
装
の
女
神
形
で
表
さ
れ
る
が
、
妙
光
寺
本
は
岩
座
の
上
に
稲
束
を
担
ぐ
白
衣
の
姿
で
描
か
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
二
体
だ
け
は
三
曲
屏
風
や
礼
盤
が
描
か
れ
な
い
。
６
表
現
全
体
に
色
調
は
明
る
く
金
泥
を
多
用
し
て
お
り
、
華
や
か
さ
を
感
じ
さ
せ
る
。
一
方
描
線
は
や
や
ぎ
こ
ち
な
く
、
賦
彩
に
粗
さ
が
み
え
る
。
図
像
の
極
端
な
改
変
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
大
胆
な
補
彩
が
加
え
ら
れ
た
か
、
或
い
は
、
絵
そ
の
も
の
が
過
去
の
修
復
時
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
７
伝
来
妙
光
寺
に
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
十
六
世
日
遥
が
貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
記
る
し
た
『
泉
洲
佐
野
妙
光
寺
古
文
書
』
と
い
う
古
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
一
番
神
之
絵
像
一
幅
」と
い
う
記
載
が
あ
り
、
妙
光
寺
本
に
該
当
す
る
可
能
性
が
高
い
。
更
に
、
同
書
に
は
、
番
神
堂
や
三
光
堂
、
刹
女
堂
が
天
文
元
年
（
一
六
八
一
）
に
建
立
さ
れ
た
と
い
う
記
事
も
見
え
る
。
従
っ
て
、
妙
光
寺
本
は
、
日
遥
に
よ
る
復
興
期
に
守
護
神
を
祀
る
堂
舎
整
備
が
進
み
、
そ
の
動
き
の
中
で
有
力
な
檀
越
に
よ
り
施
入
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
８
制
作
年
代
裱
背
墨
書
の
開
眼
銘
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
の
制
作
時
期
は
永
正
九
年
（
一
五
一
二
）
と
さ
れ
る
。
。
し
か
し
、
当
番
日
と
神
名
、
題
目
の
有
無
、
表
現
等
を
勘
案
す
る
と
、
こ
の
墨
書
銘
を
絵
自
体
の
制
作
時
期
と
そ
の
ま
ま
見
な
す
こ
と
に
は
慎
重
を
要
す
る
。
推
定
さ
れ
る
施
入
時
期
か
ら
考
え
て
、
江
戸
時
代
作
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
正
確
な
制
作
時
期
に
関
し
て
は
、
よ
り
詳
細
な
デ
ー
タ
収
集
と
各
神
像
の
図
像
解
析
、
そ
し
て
他
の
十
六
世
紀
作
品
と
比
較
し
た
上
で
再
考
し
た
い
。
そ
こ
で
最
後
に
、
本
立
寺
本
（
北
野
社
伝
来
即
ち
神
社
系
）
と
妙
光
寺
本
の
特
徴
的
な
図
廿五日気比
女神
十九日太郎
随身
★十三日稲荷
白衣・稲束
七日平野
束帯
★一日天照
神鏡
廿六日氣多
女神
廿日苗荷
束帯
十四日住吉
翁
八日大比叡
束帯
★二日八幡
僧形・錫伺
廿七日鹿嶋
随身
廿一日吉備
束帯
十五日祇園
牛頭天王
九日小比叡
束帯
三日賀茂
女神
廿八日春日
束帯
廿二日諏波
随身
十六日赤山
鬼神
十日聖真子
束帯
四日松尾
束帯
廿九日江文
女神
廿三日熱田
束帯
十七日三上
女神
十一日客人
束帯
五日大原
束帯
九日貴舩
束帯
廿四日廣田
束帯
十八日兵主
束帯
十二日八王子
鬼神
六日春日
束帯
表２ 妙光寺本
★ 図像の検討をする神像
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像
に
関
し
、
他
の
座
像
三
十
番
神
絵
像
の
図
像
と
も
比
較
し
な
が
ら
、
再
考
し
て
み
た
い
。
Ⅳ
注
目
す
べ
き
図
像
１
天
照
皇
太
神
（
伊
勢
大
明
神
）
伊
勢
内
宮
の
祭
神
で
あ
る
天
照
皇
太
神
は
、
多
彩
な
表
情
を
持
つ
変
貌
著
し
い
神
の
代
表
と
い
え
る
。
記
紀
神
話
の
中
で
は
光
輝
く
女
性
神
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
が
、
中
世
に
は
同
じ
太
陽
神
に
由
来
す
る
大
日
如
来
や
観
音
菩
薩
と
習
合
し
、
長
谷
寺
の
雨
宝
童
子
の
よ
う
な
姿
で
も
現
れ
る
。
三
十
番
神
絵
像
の
場
合
、
十
五
世
紀
か
ら
十
六
世
紀
に
残
る
作
品
は
立
像
座
像
と
も
に
男
神
形
を
と
り
、
衣
冠
・
束
帯
の
和
装
ス
タ
イ
ル
が
一
般
的
で
あ
る
。（
図
⑪
）
そ
し
て
、
十
七
世
紀
に
入
る
と
、
座
像
の
場
合
は
神
鏡
を
持
つ
女
神
形
が
登
場
す
る
。（
図
⑫
）
こ
う
し
た
変
化
の
背
景
に
は
、
明
応
六
年
（
一
四
六
七
）
に
日
蓮
宗
と
吉
田
兼
倶
と
の
間
で
行
わ
れ
た
番
神
問
答
以
後
の
、
吉
田
神
道
に
よ
る
三
十
番
神
図
像
の
影
響
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
⑯る
。
吉
田
神
道
の
図
像
で
は
、
天
照
に
神
鏡
を
持
つ
女
神
形
を
採
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
う
し
た
動
き
と
連
動
す
る
よ
う
に
、
十
六
世
紀
末
か
ら
、
天
照
の
配
置
は
上
段
の
左
端
か
ら
中
央
に
移
動
し
、
天
照
が
全
国
神
祇
の
中
心
に
あ
っ
て
、
最
高
位
に
位
置
す
る
事
を
印
象
づ
け
る
構
図
が
出
て
く
る
事
は
、
極
め
て
興
味
深
い
。
そ
れ
に
対
し
、
十
五
世
紀
作
と
推
定
さ
れ
る
北
野
社
伝
来
の
本
立
寺
本
が
、
同
じ
男
神
形
を
取
り
な
が
ら
、
唐
冠
唐
衣
で
立
笏
す
る
唐
装
ス
タ
イ
ル
を
と
る
点
は
注
目
さ
れ
よ
う
。
（
図
⑬
）
こ
れ
は
、
主
流
を
占
め
る
日
蓮
宗
系
と
は
異
な
る
神
社
系
の
図
像
を
示
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
同
じ
く
十
五
世
紀
作
と
推
定
さ
れ
る
天
台
系
の
奈
良
国
立
博
物
館
本
は
、
女
神
形
を
と
る
が
、
吉
田
神
道
系
と
は
異
な
り
棒
を
持
物
と
し
て
い
る
。
更
に
、
近
世
以
前
の
三
十
番
神
絵
像
に
お
い
て
、
鏡
を
持
つ
女
神
形
は
、
天
照
以
外
で
も
見
ら
⑰
れ
な
い
点
は
留
意
し
て
お
き
た
い
。
こ
こ
で
、
持
物
で
あ
る
神
鏡
に
着
目
し
た
い
。
十
七
世
紀
に
現
れ
る
女
神
形
は
、
神
鏡
を
持
物
と
す
る
図
像
を
示
す
が
、
妙
光
寺
本
で
は
、
神
像
を
描
か
ず
こ
の
神
鏡
の
み
を
描
い
て
い
る
。（
図
⑭
）
両
者
は
図
像
的
に
は
異
な
る
が
、
神
鏡
を
天
照
の
シ
ン
ボ
ル
と
捉
え
て
い
る
点
で
は
一
致
す
る
。
更
に
こ
の
神
鏡
が
天
皇
の
三
種
の
神
器
を
象
徴
す
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
そ
こ
に
は
天
照
を
天
皇
と
結
び
付
け
、
三
十
番
神
信
仰
の
一
つ
禁
闕
（
王
朝
）
守
護
の
思
想
を
反
映
す
る
も
の
と
解
釈
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
神
鏡
と
い
う
大
胆
で
象
徴
的
な
ア
イ
コ
ン
が
、
ど
の
よ
う
な
環
境
で
誕
生
し
、
ど
の
よ
う
な
経
路
で
妙
光
寺
本
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
２
八
幡
大
菩
薩
八
幡
大
菩
薩
の
称
号
は
、
宇
佐
八
幡
が
東
大
寺
大
仏
建
立
の
助
成
の
功
に
よ
り
賜
っ
た
称
号
で
あ
る
。
そ
の
後
石
清
水
に
勧
請
さ
れ
、
奈
良
か
ら
平
安
に
か
け
応
神
天
皇
と
習
合
し
、
王
朝
守
護
の
性
格
を
強
め
る
一
方
、
平
安
末
に
は
源
氏
の
氏
神
と
な
り
、
全
国
に
広
ま
っ
て
武
家
の
尊
崇
を
集
め
る
に
至
っ
た
。
そ
の
図
像
は
、
弘
法
大
師
空
海
が
感
得
し
た
と
伝
え
る
、
日
輪
を
頂
き
錫
伺
と
数
珠
を
持
つ
僧
形
と
若
宮
八
幡
と
い
う
俗
形
の
図
像
が
あ
る
。
座
像
三
十
番
神
絵
像
の
場
合
、
持
物
に
相
違
は
あ
っ
て
も
、
僧
形
像
で
表
わ
す
の
が
一
般
⑱
的
で
あ
る
。（
図
⑮
）
但
し
、
前
掲
し
た
天
台
系
の
奈
良
国
立
博
物
館
本
は
、
僧
形
で
は
な
く
玉
冠
を
冠
り
笏
を
と
る
俗
体
形
で
表
わ
す
。（
図
⑯
）
こ
れ
は
八
幡
が
応
神
天
皇
と
習
合
し
た
こ
と
に
よ
り
誕
生
し
た
図
像
と
考
え
ら
れ
る
が
、
先
述
し
た
吉
田
神
道
で
も
同
様
の
図
⑲
像
を
説
い
て
い
る
点
、
興
味
深
い
。
と
こ
ろ
が
、
北
野
社
伝
来
の
本
立
寺
本
で
は
、
袍
の
上
に
袈
裟
を
付
け
て
錫
伺
を
持
ち
、
日
輪
を
頂
く
特
異
な
図
像
を
示
す
。（
図
⑰
）
こ
の
俗
形
と
僧
形
、
若
宮
八
幡
と
大
菩
薩
と
い
う
八
幡
神
の
持
つ
神
格
と
仏
尊
両
者
の
属
性
を
合
成
し
た
よ
う
な
図
像
は
、
他
の
三
十
番
神
絵
像
に
は
類
例
が
無
い
。
た
だ
、
あ
え
て
探
す
と
す
れ
ば
、
南
北
朝
期
に
描
か
れ
た
特
異
な
天
皇
の
肖
像
画
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
画
面
上
方
に
三
社
託
宣
（
天
照
、
八
幡
、
春
⑳日
）
の
紙
を
貼
り
、
幔
幕
を
結
ん
だ
社
殿
内
に
、
日
輪
の
付
い
た
冕
冠
を
冠
の
上
に
重
ね
た
図⑪ 大法寺本天照
図⑫ 本行寺本天照
図⑬ 本立寺本天照
図⑭ 妙光寺本天照
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図⑮ 大法寺本八幡
図⑯ 奈良国立博物館本八幡
図⑰ 本立寺本八幡
図⑲ 妙光寺本八幡
図⑱ 後醍醐天皇像 清浄
光寺（遊行寺）蔵
後
醍
醐
天
皇
が
、
袍
の
上
に
袈
裟
を
付
け
五
鈷
杵
五
鈷
鈴
を
持
し
て
礼
盤
に
座
す
と
い
っ
た
、
異
形
の
肖
像
画
で
あ
る
。（
図
⑱
）
後
醍
醐
天
皇
が
自
ら
を
神
格
化
し
、
仏
尊
化
し
た
よ
う
な
こ
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
と
本
立
寺
本
の
図
像
に
は
、
共
通
す
る
中
世
の
神
仏
習
合
の
複
雑
な
様
相
や
、
変
幻
自
在
で
融
通
無
碍
な
表
現
を
見
る
思
い
が
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
中
世
の
北
野
社
に
お
け
る
神
仏
習
合
の
実
態
を
考
え
る
上
で
も
大
変
興
味
深
い
図
像
と
い
え
よ
う
。一
方
、
妙
光
寺
本
は
、
日
輪
を
頂
き
、
錫
伺
を
両
手
で
握
る
僧
形
で
表
す
。（
図
⑲
）
恐
ら
く
数
珠
が
描
か
れ
な
い
の
は
、
写
し
崩
れ
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
一
般
的
な
日
蓮
宗
系
の
八
幡
が
翳
を
持
物
と
し
、
日
輪
を
描
か
な
い
図
像
と
は
、
微
妙
な
相
違
が
認
め
ら
れ
る
。
天
照
、
八
幡
と
も
に
、
妙
光
寺
本
の
図
像
は
日
蓮
宗
系
の
主
流
か
ら
は
距
離
を
置
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
３
稲
荷
大
明
神
本
立
寺
本
と
妙
光
寺
本
に
共
通
す
る
図
像
と
し
て
特
筆
し
た
い
の
は
、
稲
荷
の
図
像
で
あ
る
。（
図
⑳
㉑
）
両
者
は
稲
束
を
担
ぐ
か
、
置
く
か
の
別
は
あ
る
も
の
の
、
稲
束
と
白
衣
像
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
三
十
番
神
絵
像
の
場
合
、
稲
荷
は
座
像
立
像
を
問
わ
ず
、
女
神
形
で
表
す
の
が
通
例
で
あ
る
。（
図
㉒
）
そ
の
背
景
に
は
、
稲
荷
が
如
意
輪
観
音
、
弁
才
天
、
あ
る
い
は
荼
枳
尼
天
（
狐
に
騎
乗
す
る
図
様
を
示
す
）
と
い
っ
た
女
神
と
習
合
を
図
っ
㉑
た
可
能
性
を
以
前
筆
者
は
提
示
し
た
。
で
は
、
こ
の
稲
束
を
荷
う
白
衣
の
稲
荷
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
た
ら
良
い
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
が
、
弘
法
大
師
空
海
が
教
王
護
国
寺
（
東
寺
）
を
開
く
に
際
し
、
稲
束
を
荷
う
翁
の
姿
を
し
た
稲
荷
神
が
現
れ
、
鎮
守
神
と
な
っ
た
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。
こ
の
伝
承
を
絵
画
化
し
た
作
品
に
「
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
」（
東
寺
蔵
）
の
第
八
巻
が
あ
る
。
そ
こ
に
登
場
す
る
稲
荷
が
、
正
し
く
こ
の
稲
束
を
荷
う
白
衣
の
図
像
で
描
か
れ
て
い
る
。（
図
㉓
）
こ
の
伏
見
稲
荷
社
と
真
言
宗
教
王
護
国
寺
の
密
接
な
関
係
の
も
と
に
生
み
出
さ
れ
た
図
像
が
、
い
つ
頃
誕
生
し
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
絵
巻
の
制
作
さ
れ
た
十
四
世
紀
後
半
に
は
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
一
方
、
稲
束
を
荷
う
翁
の
図
像
は
「
熊
野
曼
荼
羅
」
の
中
に
も
見
い
だ
せ
る
。
熊
野
曼
荼
羅
は
、
熊
野
を
中
心
と
し
た
山
岳
信
仰
の
産
物
で
あ
る
が
、
そ
の
制
作
背
景
に
は
、
高
野
山
真
言
宗
や
天
台
宗
の
聖
護
院
系
修
験
な
ど
複
雑
な
要
素
が
混
在
し
、
多
様
な
展
開
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
熊
野
曼
荼
羅
の
中
で
、
鎌
倉
時
代
十
四
世
紀
に
ま
で
遡
る
と
さ
れ
る
聖
護
院
所
蔵
「
熊
野
本
地
仏
曼
荼
羅
」
他
多
数
の
作
品
に
、
熊
野
路
に
点
在
す
る
九
十
九
王
子
の
一
つ
稲
羽
（
葉
根
）
王
子
が
登
場
す
る
。
そ
の
姿
が
正
に
稲
束
を
担
ぐ
浄
衣
の
翁
形
で
表
さ
れ
て
い
㉒
る
の
で
あ
る
。（
図
㉔
）
恐
ら
く
稲
を
共
通
項
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
先
行
す
る
稲
荷
形
の
図
像
が
採
ら
れ
た
と
想
像
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
、
稲
束
を
荷
う
稲
荷
像
は
、
更
に
遡
り
㉓
十
四
世
紀
前
半
に
は
、
あ
る
程
度
普
及
し
て
い
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
そ
こ
で
再
び
、
本
立
寺
本
を
見
る
と
、
そ
の
図
像
は
稲
束
を
荷
う
こ
と
な
く
膝
前
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
立
寺
本
が
座
像
形
式
で
あ
る
こ
と
を
尊
重
し
、
他
の
神
像
に
合
わ
せ
趺
坐
す
る
姿
勢
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
た
め
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
稲
荷
は
他
の
神
像
と
同
じ
く
三
曲
屏
風
を
背
に
し
て
礼
盤
に
座
す
。
な
お
、
左
手
は
持
物
が
あ
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
確
認
で
き
ず
、
右
手
の
指
を
立
て
る
形
の
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
妙
光
寺
本
は
、「
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
」
や
「
熊
野
本
地
仏
曼
荼
羅
」
同
様
、
稲
束
を
荷
う
立
ち
姿
で
表
さ
れ
、
三
曲
屏
風
も
礼
盤
も
な
く
、
岩
座
の
上
を
歩
む
よ
う
な
図
様
を
示
す
。
こ
ち
ら
は
、
既
存
の
図
像
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
印
象
が
強
い
。
稲
荷
の
烏
帽
子
狩
衣
姿
と
い
う
身
分
に
即
し
、
屏
風
を
描
か
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
妙
光
寺
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図⑳ 本立寺本稲荷
図㉑ 妙光寺本稲荷
図㉒ 本行寺本稲荷
図㉓ 弘法大師行状絵詞
部分 東寺蔵
図㉔ 熊野本地仏曼荼羅
部分聖護院蔵
本
は
前
掲
し
た
天
照
と
こ
の
稲
荷
の
み
三
曲
屏
風
を
描
い
て
い
な
い
。
恐
ら
く
、
先
行
す
る
三
十
番
神
絵
像
に
は
無
い
図
像
を
、
さ
し
た
る
変
更
も
無
し
に
取
り
入
れ
た
結
果
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
な
お
、
左
手
に
持
つ
扇
子
の
意
味
は
明
ら
か
で
な
い
。
本
立
寺
本
の
持
物
や
手
印
と
併
せ
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
な
お
、
北
野
社
伝
来
の
本
立
寺
本
、
即
ち
神
社
系
と
、
妙
光
寺
本
両
者
に
、
日
蓮
宗
系
に
は
無
い
同
系
統
の
稲
荷
の
図
像
が
採
用
さ
れ
た
理
由
を
ど
う
考
え
る
か
は
興
味
深
い
問
題
で
あ
る
。
ま
た
、
稲
束
を
荷
う
稲
荷
の
図
像
が
「
熊
野
曼
荼
羅
」
の
稲
羽
王
子
と
共
通
す
る
点
に
も
注
目
し
た
い
。
筆
者
は
、
三
十
番
神
絵
像
の
構
成
及
び
図
像
に
、
三
十
番
神
信
仰
の
淵
源
で
あ
る
天
台
宗
延
暦
寺
の
山
王
本
迹
曼
荼
羅
の
強
い
影
響
を
想
定
し
て
き
た
が
、「
熊
野
曼
荼
羅
」の
制
作
背
景
に
は
天
台
宗
寺
門
派
の
聖
護
院
系
修
験
の
関
与
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
図
像
の
導
入
経
路
を
考
え
る
上
で
特
に
注
目
さ
れ
る
。
今
回
は「
熊
野
曼
荼
羅
」
と
三
十
番
神
絵
像
と
の
関
係
に
ま
で
考
究
す
る
用
意
は
無
い
が
、
併
せ
て
、
今
後
の
研
究
課
㉔
題
と
し
て
お
き
た
い
。
以
上
本
章
に
於
い
て
は
、
両
本
の
特
色
あ
る
図
像
三
体
に
つ
い
て
考
察
し
、
検
討
を
加
え
た
。
そ
の
結
果
、
⑴
妙
光
寺
本
の
神
鏡
の
図
像
は
、
十
七
世
紀
に
登
場
す
る
神
鏡
を
持
つ
女
神
形
と
の
関
連
が
推
察
さ
れ
る
と
同
時
に
、
そ
の
背
景
に
吉
田
神
道
の
影
響
の
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
⑵
本
立
寺
本
の
八
幡
の
図
像
は
、
八
幡
神
の
ダ
ブ
ル
イ
メ
ー
ジ
を
合
成
し
た
図
像
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
北
野
社
と
い
う
神
社
系
三
十
番
神
信
仰
の
在
り
様
を
探
る
手
が
か
り
と
も
な
る
。
⑶
両
本
に
共
通
す
る
稲
荷
像
は
、
弘
法
大
師
と
の
関
係
に
纏
わ
る
伝
説
を
元
に
生
ま
れ
た
図
像
を
採
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
そ
の
採
用
の
仕
方
に
は
若
干
の
相
違
が
見
ら
れ
、
元
と
な
っ
た
図
像
の
入
手
経
路
に
関
し
て
は
、
弘
法
大
師
関
係
の
絵
巻
や
熊
野
曼
羅
な
ど
多
く
の
候
補
が
あ
り
、
更
に
調
査
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
以
上
、
本
章
で
は
特
色
あ
る
図
像
三
体
の
み
を
取
り
上
げ
考
察
を
試
み
た
が
、
他
の
図
像
や
配
列
に
関
し
て
も
今
後
検
討
を
加
え
、
両
本
の
三
十
番
神
絵
像
と
し
て
の
性
格
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
妙
光
寺
本
に
関
し
て
は
開
眼
主
を
特
定
し
、
特
殊
な
図
像
と
の
関
連
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
い
。
結
語本
稿
で
は
、
北
野
社
伝
来
の
本
立
寺
本
と
日
甄
開
眼
裱
背
墨
書
銘
を
有
す
る
妙
光
寺
本
と
い
う
、
特
異
な
図
像
を
示
す
三
十
番
神
絵
像
の
概
要
を
紹
介
し
、
更
に
両
本
の
特
色
あ
る
図
像
三
点
に
焦
点
を
絞
り
、
他
の
座
像
系
作
品
の
図
像
と
も
比
較
検
討
し
な
が
ら
、
そ
の
特
色
に
関
す
る
考
察
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
⑴
両
本
の
三
体
の
図
像
に
関
し
て
は
、
前
章
に
お
い
て
述
べ
た
よ
う
な
見
解
に
達
し
、
そ
の
ル
ー
ツ
と
特
色
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
。
⑵
日
蓮
宗
系
図
像
の
近
世
期
に
お
け
る
変
化
の
背
景
に
、
吉
田
神
道
の
影
響
を
考
え
る
上
で
、
神
鏡
と
い
う
天
照
の
持
物
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
と
い
う
予
測
を
得
た
。
⑶
ま
た
、
三
十
番
神
絵
像
の
図
像
研
究
の
観
点
か
ら
は
、
従
来
の
作
品
に
無
い
特
色
あ
る
天
照
、
八
幡
、
稲
荷
の
図
像
と
い
う
新
資
料
と
情
報
を
提
供
し
、
若
干
の
新
知
見
を
加
－ 9－
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
な
お
、
現
段
階
で
は
未
解
明
の
部
分
も
多
く
、
今
後
は
、
三
体
の
図
像
と
同
じ
図
像
を
共
有
す
る
よ
う
な
三
十
番
神
絵
像
の
調
査
を
続
け
る
と
と
も
に
、
よ
り
広
範
囲
の
作
品
の
中
に
同
図
像
を
探
索
し
、
そ
の
意
味
や
導
入
経
路
の
問
題
解
明
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
大
方
の
ご
教
示
と
資
料
提
供
を
お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。
付
記調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
本
立
寺
ご
住
職
佐
藤
光
昶
様
、
妙
光
寺
ご
住
職
佐
藤
憲
成
様
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
ま
た
、
長
安
寺
ご
住
職
川
上
大
隆
様
に
は
数
々
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
写
真
掲
載
に
関
し
て
は
、
清
浄
光
寺（
遊
行
寺
）様
の
ご
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
此
処
に
記
し
て
深
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。
挿
図
リ
ス
ト
出
典
図
①
本
法
寺
本
三
十
番
神
絵
像
図
②
大
法
寺
本
三
十
番
神
絵
像
図
③
本
行
寺
本
三
十
番
神
絵
像
図
④
本
立
寺
本
三
十
番
神
絵
像
図
⑤
本
立
寺
本
裱
背
朱
書
と
箱
蓋
裏
朱
書
及
び
墨
書
図
⑥
本
立
寺
本
大
比
叡
図
⑦
大
法
寺
本
大
比
叡
図
⑧
本
立
寺
本
三
上
図
⑨
妙
光
寺
本
三
十
番
神
絵
像
図
⑩
妙
光
寺
本
裱
背
墨
書
部
分
図
⑪
大
法
寺
本
天
照
図
⑫
本
行
寺
本
天
照
図
⑬
本
立
寺
本
天
照
図
⑭
妙
光
寺
本
天
照
図
⑮
大
法
寺
本
八
幡
図
⑯
奈
良
国
立
博
物
館
本
八
幡
図
⑰
本
立
寺
本
八
幡
図
⑱
後
醍
醐
天
皇
像
清
浄
光
寺
（
遊
行
寺
）
蔵
清
浄
光
寺
（
遊
行
寺
）
提
供
図
⑲
妙
光
寺
本
八
幡
図
⑳
本
立
寺
本
稲
荷
図
㉑
妙
光
寺
本
稲
荷
図
㉒
本
行
寺
本
稲
荷
図
㉓
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
部
分
東
寺
蔵
「
弘
法
大
師
行
状
絵
詞
下
」
『
続
日
本
絵
巻
物
全
集
』
一
一
中
央
公
論
社
図
㉔
熊
野
本
地
仏
曼
荼
羅
部
分
聖
護
院
蔵
「
祈
り
の
道
吉
野
熊
野
高
野
の
名
宝
」
展
覧
会
図
録
二
〇
〇
四
年
出
典
明
記
し
な
い
図
版
は
著
者
撮
影
。
註①
『
叡
岳
要
記
』
下
、『
門
葉
記
』
巻
七
九
・
如
法
経
一
、『
如
法
経
手
記
』
等
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
、
拙
論
「
金
沢
文
庫
保
管
称
名
寺
所
蔵
「
三
十
番
神
絵
像
」
考
」（『
佛
教
藝
術
』
二
四
三
号
一
九
九
九
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
②
註
①
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。
③
註
①
以
外
の
三
十
番
神
絵
像
に
関
す
る
拙
論
「
三
十
番
神
絵
像
小
考
（
二
）
―
談
山
神
社
蔵
「
三
十
番
神
絵
像
」
を
中
心
に
―
」（『
佛
教
藝
術
』
二
六
四
号
二
〇
〇
二
年
）「
三
十
番
神
絵
像
小
考
（
三
）
―
本
間
美
術
館
所
蔵
作
品
を
中
心
に
―
」（『
佛
教
藝
術
』
二
七
六
号
二
〇
〇
四
年
）「
長
谷
川
等
伯
筆
「
三
十
番
神
図
」
小
考
」（『
美
学
美
術
史
學
』
一
九
号
二
〇
〇
四
年
）「
個
人
所
蔵
「
三
十
番
神
絵
像
」
小
考
」（『
佛
教
藝
術
』
二
八
八
号
二
〇
〇
六
年
）「
三
十
番
神
絵
像
再
考
―
白
髭
（
鬚
）
神
社
所
蔵
本
の
紹
介
を
兼
ね
て
―
」（『
佛
教
藝
術
』
二
九
四
号
二
〇
〇
七
年
）「
異
色
の
「
金
字
法
華
三
尊
三
十
番
神
真
号
」
小
考
」（『
佛
教
藝
術
』
三
一
九
号
二
〇
一
一
年
）「
池
上
本
門
寺
所
蔵
「
日
親
筆
三
十
番
神
之
名
帳
」
紹
介
」（『
京
都
本
法
寺
宝
物
研
究
』
二
〇
一
一
年
）。
④
三
十
番
神
の
種
類
に
関
し
て
は
、
そ
の
守
護
対
象
に
よ
っ
て
天
地
、
内
侍
所
、
王
城
、
吾
国
、
禁
闕
、
法
華
、
如
法
経
、
法
華
経
、
仁
王
経
、
如
法
経
守
護
な
ど
多
数
あ
る
が
、
絵
像
に
勧
請
さ
れ
る
番
神
は
、『
如
法
経
濫
觴
類
聚
記
』（
大
正
大
蔵
経
）
に
記
さ
れ
る
三
十
番
神
と
一
致
し
、『
神
祇
正
宗
』
に
説
く
法
華
守
護
と
同
等
。
詳
細
は
註
①
を
参
照
さ
れ
た
い
。
⑤
天
照
皇
太
神
に
関
し
て
は
、
伊
勢
と
天
照
の
二
通
り
の
記
述
の
仕
方
が
あ
り
、
そ
の
事
に
関
し
て
は
、
拙
論
「
異
色
の
「
金
字
法
華
三
尊
三
十
番
神
真
号
」
小
考
」（『
佛
教
藝
術
』
三
一
九
号
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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⑥
先
行
す
る
と
推
定
さ
れ
る
奈
良
国
立
博
物
館
本
（
旧
個
人
蔵
）
天
台
系
三
十
番
神
絵
像
に
つ
い
て
は
、
拙
論
「
個
人
所
蔵
「
三
十
番
神
絵
像
」
小
考
」（『
佛
教
藝
術
』
二
八
八
号
二
〇
〇
六
年
）
に
す
で
に
紹
介
し
、
そ
の
図
像
及
び
構
成
が
山
王
曼
荼
羅
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
を
提
示
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。
⑦
日
蓮
は
、
度
々
天
照
と
八
幡
を
神
祇
の
代
表
と
し
て
そ
の
著
作
の
中
で
語
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
「
曼
荼
羅
本
尊
」
に
天
照
、
八
幡
を
並
置
し
て
勧
請
し
て
お
り
、
こ
の
形
式
は
後
継
者
に
も
引
き
継
が
れ
る
。
⑧
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
参
照
。
⑨
山
王
本
迹
曼
荼
羅
は
基
本
的
に
山
王
二
十
一
社
内
の
神
祇
で
構
成
さ
れ
る
が
、
特
殊
な
例
と
し
て
、
二
十
一
社
以
外
に
北
野
や
祇
園
、
赤
山
と
い
っ
た
比
叡
山
延
暦
寺
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
神
祇
を
勧
請
す
る
作
例
が
あ
る
。
そ
う
し
た
両
者
の
関
係
を
考
え
る
時
、
北
野
社
伝
来
の
本
立
寺
本
の
図
様
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
⑩
『
泉
洲
佐
野
妙
光
寺
文
書
』「
貞
享
三
年
丙
寅
九
月
七
日
智
鑑
院
日
遥
花
押
」
⑪
二
〇
〇
四
年
の
「
修
復
報
告
書
」
に
よ
れ
ば
、
以
前
の
状
態
は
「
修
復
歴
が
あ
り
増
裏
紙
の
無
い
二
枚
仕
立
て
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
⑫
「
諸
仏
救
世
者
住
於
大
神
通
為
悦
衆
生
故
現
無
量
神
力
」
は
法
華
経
如
来
神
力
品
第
二
十
一
、「
常
在
霊
鷲
山
我
此
土
安
穏
」
は
同
如
来
寿
量
品
第
十
六
、「
今
此
三
界
皆
是
我
有
其
中
衆
生
悉
是
吾
子
唯
我
一
人
能
為
救
護
」
は
同
譬
喩
品
第
三
よ
り
の
引
用
で
あ
る
。
賛
文
解
読
に
は
、
長
安
寺
住
職
川
上
大
隆
氏
の
ご
教
示
を
頂
い
た
。
⑬
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
参
照
。
⑭
長
安
寺
住
職
川
上
大
隆
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
⑮
池
田
本
覚
寺
は
、
中
老
僧
日
位
が
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
に
開
基
し
た
日
蓮
宗
本
山
で
あ
る
。
⑯
吉
田
兼
倶
の
後
継
者
吉
田
兼
右
が
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
頂
妙
寺
の
日
珖
に
与
え
た
三
十
番
神
の
神
名
と
図
像
を
書
い
た
『
神
道
神
秘
伝
』（
頂
妙
寺
所
蔵
）
に
は
「
十
日
伊
勢
女
躰
御
手
令
持
鏡
給
」
と
あ
る
。
但
し
、
三
十
神
全
て
の
図
像
が
一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
点
、
注
意
を
要
す
る
。
⑰
十
五
〜
十
六
世
紀
の
三
十
番
神
絵
像
で
は
、
客
人
、
稲
荷
、
熱
田
が
女
神
形
を
と
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
拱
手
す
る
か
、
翳
や
団
扇
、
如
意
宝
珠
や
宝
剣
を
持
物
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
先
行
す
る
山
王
曼
荼
羅
や
仏
教
図
像
か
ら
の
引
用
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
に
関
し
て
は
別
稿
を
以
て
論
じ
た
い
。
⑱
錫
伺
で
は
な
く
、
翳
の
よ
う
な
物
を
持
つ
場
合
が
多
い
。
⑲
註
①
の
『
神
道
深
秘
伝
』
に
は
「
十
一
日
八
幡
男
体
玉
冠
正
笏
」
と
あ
る
。
⑳
天
皇
の
祖
先
神
伊
勢
の
天
照
を
中
心
に
、
武
家
の
守
護
神
八
幡
、
藤
原
氏
の
氏
神
春
日
の
三
社
の
神
号
や
託
宣
を
セ
ッ
ト
で
記
し
た
信
仰
対
象
の
掛
物
を
「
三
社
託
宣
」
と
い
い
、
中
世
以
降
に
広
ま
る
。
㉑
註
①
拙
論
「
金
沢
文
庫
保
管
称
名
寺
所
蔵
「
三
十
番
神
絵
像
」
考
」（『
佛
教
藝
術
』
二
四
三
号
一
九
九
九
年
）。
㉒
稲
荷
形
の
稲
葉
根
王
子
を
描
く
「
熊
野
曼
荼
羅
」
は
、
他
に
も
和
歌
山
県
立
博
物
本
、
湯
川
神
社
本
な
ど
数
多
い
。
こ
こ
で
は
最
古
例
の
作
品
を
紹
介
し
た
。
㉓
因
み
に
翁
形
に
注
目
す
る
と
、
日
蓮
宗
系
座
像
形
式
で
は
、
鹿
島
が
同
じ
く
翁
形
で
表
さ
れ
、
立
像
系
で
は
、
住
吉
明
神
が
翁
形
で
表
さ
れ
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
そ
こ
に
は
、
中
世
社
会
に
お
い
て
、
神
の
イ
メ
ー
ジ
を
翁
で
表
す
と
い
っ
た
共
通
す
る
傾
向
が
垣
間
見
え
る
。
㉔
筆
者
は
以
前
、
立
像
系
三
十
番
神
絵
像
に
関
し
、「
熊
野
曼
荼
羅
」
と
の
関
連
に
つ
い
て
若
干
の
私
見
を
述
べ
た
。
拙
論
「
三
十
番
神
絵
像
小
考
（
二
）
―
談
山
神
社
蔵
「
三
十
番
神
絵
像
」
を
中
心
に
―
」（『
佛
教
藝
術
』
二
六
四
号
二
〇
〇
二
年
）。
－ 11 －
